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■■■■    論文要旨論文要旨論文要旨論文要旨    ■■■■    

 

 本論文は，メインフレーム向けのホスト直結型プリンタをネットワークプリンタと

して利用可能にするシステムを構築した事例である．本システムの構築は，当社セン

タのスペース枯渇問題を背景に，従来から推進してきた切替装置などによる共用化で

はなく，リストスプール転送を利用しプリント機能を一つのホストに集約させ，プリ

ンタの共用範囲を広げることで更なる省スペース化を図ることを目的としたものであ

る．更に本手法は遠隔地出力においても効果を発揮するため，プリンタのみ設置の別

センタにてシステム構築を行った． 

 本システムの利用により省スペース化を効率的に実現でき，多種多様なプリンタの

ホスト集約化は障害時の代替利用を可能にした．またプリンタ台数の増加も最小限に

抑制することができるはずである． 

今後は本システムを，社外ユーザホストあるいはサーバシステムのプリントサービ

スへ利用するなど，ニーズに合わせた新しいサービスを展開していきたい． 
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 
近年におけるアウトソーシング業務の活発化は，当社センタ（以下，中原センタとい

う）でも例外ではなく，ユーザ数も増加の一途をたどっている．これに伴い，大型のホス

ト機器（CPU,DASD,プリンタなど）の設置数も確実に増大してきた．しかしこのままではス

ペースの問題が無視出来なくなるのは明らかである．図１図１図１図１に示すように，実際中原センタ

では 99 年 4 月の時点で，2 年以内にプリンタ室及びマシン室のスペースの枯渇が予想され

た．このため従来から省スペース化を目的として，特にプリンタの共用化を推進してきた．

これは CPU,DASD などの機器は小型化されてきたがプリンタだけはほとんど変化していない

という根拠のもと，プリンタの共用化がスペース対策に効果的であると判断したためであ

る． 

また更に当社の別センタ（以下，新城センタという）建設を契機に，中原センタ内の全

プリンタを移設し，大幅なスペース確保を実現する計画も検討されてきた．しかしただ移

設するのでは各ホストごとに接続機器を要し莫大なコストがかかる，また新城センタでも

結局はスペース問題が解決しない．これらの背景をふまえ，現状まで発展したスケールメ

リットを活かし，効果的な運用を可能にする全く新しい方法，つまりプリント機能自体を

分離し効率良く省スペース化を図ることを目的とした，プリントサーバシステム構築の概

念が生まれたのである． 

 

 

２．２．２．２．本本本本システムの特徴システムの特徴システムの特徴システムの特徴 
当初，中原センタではプリンタの共用化として，切替装置を利用したハード的な手法に

よって対応してきた．これは容易に実施でき効果が早いことが利点だったが，装置自体の

物理的な入出力口数に限界があり，また切替操作が煩雑になるため人為的障害を発生させ

る原因にもなりうる． 

図１図１図１図１    中原センタ設置スペース状況（中原センタ設置スペース状況（中原センタ設置スペース状況（中原センタ設置スペース状況（1999199919991999 年年年年 4444 月現在）月現在）月現在）月現在） 
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これに対し，本システムではリストスプール転送を利用しプリント機能を一つのホスト

に集約させ，プリンタの共用範囲を更に広げることを可能としたものである．またこのソ

フト的手法というべき本手法は，リストスプール転送を利用するため遠隔地出力において

も効果を発揮し，前章で述べたプリンタ移設計画の要件を十分に満たすものであった．こ

のプリントサーバシステムの主な利点は以下のとおりである． 

(1) プリンタ共用化による設置スペースの削減 

(2) リストスプール転送により遠隔地出力可能 

(3) 高価な接続機器（ホストチャネル延長装置）の削減 

 

３．３．３．３．構築設計構築設計構築設計構築設計    

従来までの中原センタでは，マシン室ビル（第二中原ビル）とプリンタ室ビル（第一中

原ビル）とに分かれており，そのビル間を光ケーブルにて接続するホストチャネル延長の

方式でプリンタを接続していた（図２図２図２図２：Ａ）．これに対しプリントサーバシステムでは，

リストスプールを回線経由にて，プリンタを集約した新城センタ（サーバ側）に転送して

リストを出力する構成とする（図２図２図２図２：Ｂ）．このリストスプールの転送には，ホスト用ソ

フトウェア CJMS1 の自動転送制御及び DTS2 のデータ転送機能を利用し，ビル内 LAN，新城

センタへの WANを経由してプリントサーバシステムへ接続する構成とする．  

本システムの利用により，プリンタはもちろん SCL3，OCLC4 などの接続装置も不要にな

るため，最終的に第一中原ビルのプリンタ室はすべて空くことになる．  

  

    
図２図２図２図２    プリントサーバシステムの構築イメージプリントサーバシステムの構築イメージプリントサーバシステムの構築イメージプリントサーバシステムの構築イメージ 

1 CJMS(Computer network Job Management System) ﾘｽﾄｽﾌﾟｰﾙの転送制御を行うためのｿﾌﾄｳｪｱ 
2 DTS(Data Transfer Service) ﾊﾟｹｯﾄ網や LAN などで接続された計算機ｼｽﾃﾑ間において，様々なﾌﾟﾛﾄｺﾙに対応して大量ﾃﾞｰ
ﾀ･ﾌｧｲﾙ転送を行うためのｿﾌﾄｳｪｱ 

3 SCL(Serial Channel Link:ﾁｬﾈﾙﾘﾝｸ装置) ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾁｬﾈﾙと入出力装置との間の距離を延長するための装置．伝送路と
しては主に光ｹｰﾌﾞﾙ，高速ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回線が用いられる 

4 OCLC(OCLINK Converter) ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾁｬﾈﾙの一つである OCLINK ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(CVC ﾌﾟﾛﾄｺﾙ)を，電気ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに変換するため
の装置 
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４．４．４．４．問題点問題点問題点問題点と対策と対策と対策と対策    

システムを構築するにあたり，前章まで特に問題もなく良いことづくめで説明してきた

プリントサーバシステムだが，実用に耐えうるまでには二つの大きな問題があった． 

    

 ４．１４．１４．１４．１    ホスト単位での切り分けホスト単位での切り分けホスト単位での切り分けホスト単位での切り分け  
プリントサーバシステムでは，各ホスト側にて作成されたリストスプールが作成直後す

ぐに転送されてくる．詳細は第５章でも述べるが，転送時間は 5 千頁ほどのリストスプー

ルであれば 2～3分で完了する（ただし頁当たりのライン数に依存）．このように高速で転

送されてくるリストスプールが各ホストにてランダムに発生するため，プリントサーバシ

ステム側では複数のホストのリストスプールが混在する状態になる．通常アウトソーシン

グ業務では，夜間バッチ～プリント出力～納品という一連の業務の流れがあるが，これが

各ホストにてほぼ同時に行われるため転送の時間帯制御も不可能である．つまりプリント

サーバシステム上では，リスト出力者（オペレータ）はどこのホストから転送されてきた

リストスプールか判断することが出来ない． 

またこのまま出力するとリスト上にはジョブ名のみの表示となるため，同名のジョブが

存在した場合，リスト作成者（ユーザ），仕分け者もやはりどこのホストのリストなのか

判断出来ないのである． 

これらが解決しない限り，プリントサーバシステムでは納品ミスや遅延など，ユーザに

多大な影響を及ぼしてしまう．つまり一目で転送元ホストの切り分けがつくような対策が

必要であった．この問題に対し，前述した三者（リスト出力者，リスト仕分け者，リスト

作成者）への対策という形で解決策を講じた． 

 

 ４．１．１４．１．１４．１．１４．１．１    出力者への対策出力者への対策出力者への対策出力者への対策  
まず出力者への対策として，一番わかりやすいのはジョブ名での判断であると考え，転

送時にはリストスプールのジョブ名の先頭に各ホストを表す識別名（2 文字）を付加して

転送元を通知することにした． 

ここで利用したのがリストスプールの自動転送を制御する CJMS上の出口ルーチンである．

このルーチンは，転送時に各ホストにて固有の処理を行うことが出来るものである．つま

り CJMS が転送を行う際，そこで転送ジョブ名を変換させるのである． 

 

 ４．１．２４．１．２４．１．２４．１．２    仕分け者への対策仕分け者への対策仕分け者への対策仕分け者への対策  
次に仕分け者への対策として，出力したリスト上にそのホスト名を表示して転送元を判

断させることにした．通常ホストでのリスト出力を行う際，リストの先頭及び終了に花文

字とよばれる印字を出力する．一般にはこれにリストのジョブ名，クラスなどが打ち出さ

れるのだが，ここに 4.1.1 で付加したホスト名も明記させるのである． 

ここで利用したのが 4.1.1 でも使用した CJMS出口ルーチンと，リスト出力時に動作する

APS5の出口ルーチンである． 

具体的にはまず CJMS 出口ルーチンを利用し，リストスプール転送の際に課金情報レコー

ドを取り込む．そしてその先頭 11バイト分へ新たに情報（元ジョブ名，元クラス，ホスト

識別名 2 文字）を付加させるようにする．次に実際リストを出力する際には APS 出口ルー

5 APS(Advanced Printing Subsystem) ﾊﾞｯﾁ，TSS 端末など各処理環境下からﾌﾟﾘﾝﾀ装置への出力を行うためのｿﾌﾄｳｪｱ．TSS 端
末及びｺﾝｿｰﾙより出力操作を可能とする 
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チンを利用し，先ほど一緒に転送された課金情報レコードの付加部分（先頭 11バイト）を

読むことによって，転送元ホストの識別名をリスト上の花文字に出力させるのである． 

 

 ４．１．３４．１．３４．１．３４．１．３    作成者への対策作成者への対策作成者への対策作成者への対策  
最後に作成者への対策だが，先の 4.1.1 で変換したジョブ名のまま納品したのでは作成

者に混乱を招くおそれがある．また通常，ホスト上ではジョブ名は 8 文字までという制限

があり，先頭に 2 文字を付加して変換した場合，末尾の 2 文字が欠落してしまう．これで

は各ホストの識別は可能でもその中でのジョブごとの切り分けが困難になる．よって

4.1.1 の転送時での対策に加え，出力の際は最終的に転送前と同じ状態を保持し，作成者

に転送を意識させないような対策が必要であった． 

ここでも 4.1.2 と同様に APS 出口ルーチンを利用し，課金情報レコードを読み込むこと

によって元ジョブ名をリスト上の花文字に出力し，リスト作成時のジョブ名を復元するよ

うにした． 

この 4.1.1～4.1.3の対策により，複数のリストスプールが混在しても各作業者への問題

はなくなり，ユーザへも影響を及ぼすことがなくなる．本対策による具体的な例を下記に，

イメージ図（リスト作成～転送～出力の流れ）を図３図３図３図３に示す． 

 

(1) FIPJOB10というリストが Aクラスで社内システム（LQ）にて作成． 

(2) 転送時にジョブ名の先頭へ 2文字のホスト名が付加されジョブ名変換． 

また同時に課金情報レコードを取り込み，ジョブ名，クラス，ホスト名を 

先頭 11バイトへ付加，これをプリントサーバシステムへ一緒に転送． 

(3) 出力時，課金情報レコードをもとにしてジョブ名復元．各情報をリスト上へ明記． 

 
 図３図３図３図３    リスト作成～転送～出力の流れ（例）リスト作成～転送～出力の流れ（例）リスト作成～転送～出力の流れ（例）リスト作成～転送～出力の流れ（例） 
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 ４．２４．２４．２４．２    イメージ情報の制御イメージ情報の制御イメージ情報の制御イメージ情報の制御  
通常ホストでのリスト出力には，リストスプールに加えてイメージ情報（オーバレイ，

LPCI，外字など）が必要である．従来までのリスト出力では各ホスト単位で行っていたた

め，当然ながらこの固有なイメージ情報を各ホストごとにそのまま利用することができた．

しかし今回のプリントサーバシステムでは，複数のホストのリストスプールを別の一つの

システム上で処理することになるため，全ホストの出力に対応しうるイメージ情報の用意

とその複数のイメージ情報をホスト別に認識できるよう制御する必要がある．もちろん同

名のイメージ情報が存在した場合も同様である． 

また，この排他制御がうまくできたとしても，転送元のイメージ情報の追加，更新が常

にプリントサーバ側のイメージ情報に反映されていないと，出力物が不完全なものになっ

てしまう．よって両ホスト間での同期も必要である． 

 
 ４．２．１４．２．１４．２．１４．２．１    排他制御排他制御排他制御排他制御  
まず各ホストのイメージ情報を全てプリントサーバシステム側に用意しなければならな

いが，その中の一つ，オーバレイ情報はユーザイメージライブラリとして扱うことができ

た．これはシステムファイルと違って，ユーザが任意に作成することができるライブラリ

ファイルである． 

次に，そのライブラリファイルを各ホストごとに識別できるよう，前述した 4.1.1 での

識別名（2 文字）を利用することにした．図４図４図４図４に示すように，リスト出力の際，ジョブ名

に付加されたその識別名を判断材料として，APS がそれに対応するライブラリファイルへ

アクセスできるようにするのである． 

 

 

具体的には，APS 起動プロシジャ（JCL6）内のイメージライブラリ指定のアクセス名を

識別名 2 文字で記述し，リスト出力する際にはリストスプールの先頭 2 文字とアクセス名

が対応してライブラリファイルを実際に読み込むようなしくみである．この JCL の記述例

を図５図５図５図５に示す． 

図４図４図４図４    イメージ情報の排他イメージ情報の排他イメージ情報の排他イメージ情報の排他    

6 JCL(Job Control Language) ｼﾞｮﾌﾞで使用するｼｽﾃﾑ資源やｼﾞｮﾌﾞの制御方法について記述するための言語 
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ただし，このような機能を実現するためには，APS の固有修正（ユーザ固有仕様のため

のプログラム変更）が必要になるため，開発元である富士通㈱殿に依頼し，ご協力を頂い

た．なお，管理上わかりやすくするため，各ユーザイメージライブラリファイルの先頭に

も先の識別名を付加することにした． 

 

(1) リストスプールのジョブ名が○○FIPJOB の場合，APSのプロシジャ JCLは  

\ FD ○○=DA,FILE=○○SYS.SYSTEM.IMAGELIB 

 

(2) ○○ホストの場合，ファイル名は ○○SYS.SYSTEM.IMAGELIB 

 

また，LPCI や追加文字セット，文字配列テーブルについては，システムファイル内でし

か扱えないことから，全ホスト間にて名称が同一のものはすべて内容を調査し，全く同じ

ものであれば共用，異なるものであれば名称を調整しそれぞれ格納することにした． 

  

 ４．２．２４．２．２４．２．２４．２．２    同期同期同期同期  
まず各ホスト側とプリントサーバ側のイメージ情報を比較するために，ユーティリティ

ーを利用して各モジュールのメンバ名，更新日情報を取り出し照合させる．そこでホスト

側と一致するメンバ名がプリントサーバ側に存在しない場合，それを新規のものと判断し

サーバ側に転送，反映させる．また同一メンバ名が存在した場合はさらに更新日を比較し，

一致しない場合もやはり転送，反映させる．（（（（図６図６図６図６））））    

図５図５図５図５    APSAPSAPSAPS 起動プロシジャ起動プロシジャ起動プロシジャ起動プロシジャ（（（（JCLJCLJCLJCL））））の記述例の記述例の記述例の記述例    
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この一連の作業をツール化し，各ユーザと調整して定期的あるいは随時的に行うよう，

SCF にて自動起動・管理することにした．なお転送の際，各モジュールをテキストファイ

ルに変換する必要があったが，当社にて既存のツール（アセンブラ使用）があったためそ

れを使用することにした． 

 

５．システム５．システム５．システム５．システム構築構築構築構築    

前章にて述べたように，転送～出力にかけての三つの対策を盛り込み，イメージ情報の

制御を完成させ，中原センタ設置の社内ホスト（テスト用 VM）を使用して，いよいよ実際

にプリントサーバシステムの構築を行った．この結果をもとに本番用システムを構築する． 

    

 ５．１５．１５．１５．１    試行用システム試行用システム試行用システム試行用システム  
冒頭でも述べたように，まず初めに社内 LAN にて接続した試行用サーバシステムを構築

した．このシステムの構成は図７図７図７図７のようになる．構築したホストは実際には一つだが，

AVM/EX7 を使用して仮想的にテスト用のシステム（VM）を構築する．この VM 間の通信によ

り実際に CJMS,DTSによる転送が設計どおり可能であることの確認と，第 4章で述べた対策

どおり，ホストの切り分け，イメージ情報の制御がすべて正常に行われるかを確認した． 

また LAN 経由のみでの転送ではあるが，リストスプールのおおよその転送速度（1500～

2000頁／分）を確認した． 

 

 

 

 

図６図６図６図６    イメージ情報の同期イメージ情報の同期イメージ情報の同期イメージ情報の同期    

7 AVM/EX(Advanced Virtual Machine/Extended) 仮想計算機ｼｽﾃﾑの制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで，一台の実計算機ｼｽﾃﾑから複数の仮想計
算機(VM:Virtual Machine)を造り出すためのｿﾌﾄｳｪｱ 



 

- 10 - 

 
 ５．２５．２５．２５．２    本番用システム本番用システム本番用システム本番用システム  
試行用システムでの検証により，プリントサーバシステムの基本構成，リストスプール

転送機能，4 章での対策の効果を確認することができた．この結果を参考にして本番用シ

ステムは以下のポイントのもと，新城センタ設置のプリントサーバ専用ホストにて構築す

る． 

 

(1) 接続形態は 2章で述べた設計どおり LAN-WAN-LANとする 

(2) 中原センタ～新城センタ間の回線速度は，少なくとも回線自体がボトルネックになら

ないような設定を目標とし，回線に入るすべてのネットワーク機器の最大転送速度の

合計から算出して 20Mの ATM8メガリンクとする 

(3) 回線は安全と負荷分散を考慮して，別キャリア（NTT,TTN）経由の二重化構成とする 

(4) ネットワーク機器及び回線の障害時には，リストスプールを磁気テープにバックアッ

プし，新城センタへ持ち込む運用とする 

(5) プリンタ機器はユーザと調整しながら徐々に移行し，完了後は必ず出力テストを行う

（イメージ情報制御の確認） 

(6) イメージ情報の同期はユーザとの調整のもと，定期的あるいは随時的に行う 

 

本システムの全体構成イメージを図８図８図８図８に示す．本構成のもと，実際に回線を経由した転

送を行った結果，全くといっていいほど遅延はなく試行用システムとほぼ同等の結果を得

ることができた．これにより，プリントサーバシステムの構築は最低限完成したと考える． 

    

 
 

図７図７図７図７    試行用システムの構成試行用システムの構成試行用システムの構成試行用システムの構成    

8 ATM(Asynchronous Transfer Mode) 高速通信やﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ通信を目的とした通信方式の一つで，遅延が少なく論理多重によ

り回線を効率よく利用できる特長をもつ 
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６．成果６．成果６．成果６．成果    

プリントサーバシステム構築の結果，大きくまとめると下記の三つの成果が得られた． 

 

(1) 中原センタでの大幅なスペース確保を実現（195坪） 

(2) プリンタ共用化により効率的な省スペース化を実現（39台→34台） 

(3) プリンタ障害時での代替利用が可能 

 

この中で一番成果として大きかったものは，当初からのねらいであった中原センタでの

スペース確保と，プリンタ共用化による効率的な省スペース化である． 

遠隔地での出力をホスト直結ではなくネットワーク接続とソフトウェアによって実現し

た本システムは，中原センタ設置の全プリンタの移設を現実的なものとした．これによる

スペースの確保は，当センタでの IDC 構築に大きく貢献している．更にプリンタを一つの

ホストへ集約し，従来からの切替装置による共用化をさらに強化した結果，39 台中 5 台を

削減することができた．この台数減は一見少ないかもしれないが，本システムによって共

用化が完全に確立すると，その後ユーザが増加してもプリンタ台数の増加を抑制できるた

め，効果はあったといえよう． 

またスペース以外の観点からみると，本システムでは多種多様なプリンタが集約されて

いるため，障害時でも別プリンタで出力することが可能である．また低速→高速などの代

替利用も可能となっている．このような利用形態により，各プリンタの稼働率も向上して

いる． 

 

図８図８図８図８    プリントサーバシステムの全体構成プリントサーバシステムの全体構成プリントサーバシステムの全体構成プリントサーバシステムの全体構成    
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７．今後の課題７．今後の課題７．今後の課題７．今後の課題    

前章で述べた成果に対し，今後検討していかなければならない課題を以下に整理した． 

 

(1) 更に効率的な省スペース化（プリンタ共用化の確立） 

(2) 遠隔地での出力体制の確立 

(3) 新しいサービスの展開 

 

第６章（２）で述べたように，現状では安全性のためプリンタ台数の削減はまだまだ小

規模である．しかし本システムの利点を最大限に活かすためにも，共用化の推進は今後も

継続し，より一層効率的な省スペース化を図っていかなければならない． 

またネットワーク機器の障害及び回線障害時に，現状では磁気テープ運びという運用を

とっているが，今後もこのように安全性を重視し，さらに遠隔地での出力が可能な体制を

確立していく考えである． 

それに合わせて，社外ユーザホスト～新城センタ間接続でのプリントサービス（既に実

用に入っている）や， FTP9により本システムをサーバシステム業務へそのまま転用させた

プリントサービスなど，ユーザのニーズに合わせた新しいサービス展開を考えていきたい． 

 

８．おわりに８．おわりに８．おわりに８．おわりに    

本論文では，プリントサーバシステムをメインフレーム上で実現させた事例を述べた．

今後メインフレーム業務はますますサーバシステムへと比重を移していくと予想されるが，

帳票の大量出力に優れているホスト直結型高速プリンタは，大型とはいえ，やはり欠かせ

ないというのが現状であろう．このような背景のもと，スペース問題への対策や新サービ

スへの展望を検討することができた本システムの構築は，有意性の高いテーマであったと

考える．この経験を活かし，今後も現状サービスの維持だけでなく，多様化する社会ニー

ズに対して柔軟に対応できるようなシステムの構築につとめていきたい． 

最後に本システムの構築と運用を行うにあたり，富士通株式会社殿，当社各部署をはじ

め，多大なご協力，ご指導を頂いた方々に対して心からお礼申し上げますとともに，今後

とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます．    

 
 

9 FTP(File Transfer Protocol) ﾌｧｲﾙ転送ﾌﾟﾛﾄｺﾙ．TCP/IP ﾈｯﾄﾜｰｸ(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄや UNIX など)で使用するｺﾏﾝﾄﾞｾｯﾄで，必要なﾌｧｲﾙ

をｺﾋﾟｰすることができる 


